
秋
の
バ
ス
ハ
イ
ク 

紅
葉
に
輝
く
日
田
を
訪
ね
て 

 

11
月
18
日
（
土
）
8
時
40
分
集
合 

市
職
労
退
職
者
の
会
恒
例
の
秋
の
バ
ス
ハ
イ
ク
、

今
回
は
大
分
県
日
田
市
を
訪
ね
ま
す
。 

当
日
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル 

観
光
バ
ス
は
朝
8
時
30
分
に
配
車
さ
れ
ま
す
の

で
8
時
45
分
に
福
岡
市
役
所
玄
関
前

を
出
発
し
ま
す
。
高
速
道
路
に
乗
っ
て

日
田
市
豆
田
町
に
10
時
過
ぎ
に
到
着

予
定
。
豆
田
町
で
は
日
田
市
の
祇
園
山

鉾
会
館
（
有
料
）
を
見
学
し
、
源
次
郎

左
衛
門
（
味
噌
・
醤
油
、
ラ
ム
ネ
工
場
）

で
工
場
見
学
し
て
、
そ
の
後
、
12
時
か
ら
日
田
サ
ッ

ポ
ロ
ビ
ー
ル
（
森
の
ビ
ー
ル
園
）
で
昼
食
に
入
り
ま

す
。
食
事
は
焼
肉
和
牛
膳
を
予
定
し
て
い
ま
す
。 

昼
食
後
13
時
半
か
ら
天
領
の
里
・
元
気
の
駅
で
地

元
の
食
材
な
ど
お
買
い
物
を
楽
し
ん
で
、
ク
ン
チ
ョ

ウ
酒
造
（
試
飲
）
と
日
本
丸
館
（
歴
史
的
建
造
物
・
有

料
）
を
見
学
し
、
豆
田
町
の
自
由
散
策
と
し
ま
す
。 

帰
り
は
福
岡
市
役
所
前
に
17
時
40
分
の
到
着
予

定
で
す
。
（
尚
、
入
場
料
は
個
人
負
担
で
す
） 

 
 

記 

日
時 

11
月
18
日
（
土
） 

8
時
40
分
玄
関
前
集
合 

場
所 

日
田
市
豆
田
町 

会
費 

４
０
０
０
円 

（
昼
食
・
バ
ス
代
） 

申
込 

市
職
労
書
記
局 

電
話 

7
1
1
-4

9
4
0

 

F
a
x
 

 
7
1
4

-4
0
1

3
 

〆
切 

10
月
31
日
（
火
）

参
加
が
20
名
以
下
の
場
合

は
中
止
と
し
ま
す
。
早
め
に
申

し
込
み
を
お
願
い
し
ま
す
。 

▼
山
登
り
同
好
会
（
報
告
）
▲ 

猛
暑
の
夏
が
漸
く
緩
ん
だ
9
月
30
日
、
同
好
会
で

は
4
か
月
振
り
に
参
加
者
７
名
で
二
日
市
に
あ
る

天
拝
山
に
登
り
ま
し
た
。
久
し
ぶ
り
の
登
山
で
足
腰

が
弱
っ
て
な
い
か
と
心
配
し
な
が
ら
の
登
山
で
し
た

が
、
休
憩
し
な
が
ら
ゆ
っ
く
り
と
登
っ
て
い
き
ま
し

た
。 前

日
ま
で
の
曇
り
空
が
す
っ
き
り
と
晴
れ
渡
っ
て

気
持
ち
の
良
い
登
山
日
和
で
し
た
。
天
拝
山
は
市
民

が
普
段
に
ハ
イ
キ
ン
グ
と
し
て
登
る
山
で
、
い
つ
も

は
山
頂
ま
で
整
備
さ
れ
た
道
路
を
気
軽
に
歩
い
て
登

れ
る
山
で
す
が
、
今
回
は
こ
の
ハ
イ
キ
ン
グ
道
に
並

行
し
て
あ
る
登
山
道
を
歩
き
、
起
伏
も
多
く
、
傾
斜

道
が
山
頂
ま
で
続
い
て
約
１
時
間
か
け
て
ゆ
っ
く
り

登
り
ま
し
た
。 

天
拝
山
の
山
頂
か
ら
は
二
日
市
の
市
街
地
や
遠
く

宝
満
山
な
ど
の
山
並
み
を
望
む
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

登
山
後
の
お

楽
し
み
は
、
駅

近
く
の
定
食

屋
さ
ん
に
入

っ
て
ビ
ー
ル

で
乾
杯
、
昼
食

を
食
べ
な
が

ら

10

月
以
降

の
山
登
り
シ

ー
ズ
ン
に
向

け
て
今
後
の

計
画
な
ど
に

話
が
弾
み
ま

し
た
。 

 

たより 65 号 
2023年 10月 18日 

山登り同好会は 9 月 30 日（月）に 7 名の

参加で二日市の天拝山に登りました。 



【
お
知
ら
せ
】 

 
山
登
り
同
好
会
の
10
月
以
降
の
予
定
は
次
の
通

り
で
す
。
尚
、
日
程
は
天
候
に
よ
っ
て
変
更
す
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
必
ず
連
絡
先
と
合
わ
せ
て
申

し
込
み
を
お
願
い
し
ま
す
。 

① 

日
程 

10
月
26
日
（
木
） 

 
 
 
 

岳
城
山
～
若
杉
楽
園 

 
 
 
 

＊
前
回
の
若
杉
山
の
予
定
を
変
更
し
ま
す
。 

集
合 

須
恵
中
央
駅
前
（
9
時
半
） 

 

博
多
駅
8
時
52
分
発
（
笹
栗
行
） 

 

長
者
原
で
宇
美
行
（
9
時
8
分
）
乗
換 

昼
食 

弁
当
持
参 

立
ち
寄
り
湯
あ
り 

② 

日
程 

11
月
23
日
（
木
） 

 
 
 
 

大
平
山 

集
合 

西
鉄
朝
倉
街
道
駅
（
9
時
半
） 

昼
食 

弁
当
持
参 

立
ち
寄
り
湯
あ
り 

③ 

日
程 

12
月
21
日
（
木
） 

 
 
 
 

十
坊
山 

集
合 

JR
福
吉
駅
（
9
時
半
） 

昼
食 

弁
当
持
参 

立
ち
寄
り
湯
あ
り 

④ 

日
程 

1
月
20
日
（
土
） 

 
 
 
 

立
花
山 

集
合 

JR
福
工
大
前
（
9
時
半
） 

昼
食 

弁
当
持
参 

参
加
連
絡
先 

090
₋1346₋7117(

横
多) 

（
注
）
雨
天
の
時
は
中
止
又
は
延
期
し
て
電
話
か

メ
ー
ル
で
連
絡
し
ま
す
。
参
加
者
は
必
ず
連
絡
先

を
知
ら
せ
て
く
だ
さ
い
。 

 《
特
別
企
画
》
「
紅
葉
の
久
住
登
山
」
は
参
加
の
申
し

込
み
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
の
で
中
止
と
し
ま
す
。 

 

退
職
者
の
会
総
会
ご
案
内 

 

福
岡
市
職
労
退
職
者
の
会
は
来
年
１
月
で
結
成

15
年
目
を
迎
え
ま
す
。
新
型
コ
ロ
ナ
の
感
染
拡
大
で

長
ら
く
活
動
が
制
限
さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
よ
う
や

く
従
来
の
活
動
に
復
帰
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

そ
こ
で
来
年
1
月
に
第
15
回
総
会
を
左
記
の
と
お

り
開
催
し
ま
す
。 

 

第
15
回
退
職
者
の
会
総
会
の
開
催 

 

日 

時 

２
０
２
４
年
１
月
13
日
（
土
） 

11
時
15
分
～
15
時
ま
で 

 

会 

場 

頤
和
園
（
大
博
多
ビ
ル
） 

 

参
加
費 

３
，
５
０
０
円 

申
込
先 

市
職
労
書
記
局 

 
 

 
 

電
話 

７
１
１ 

４
９
４
０ 
 

退
職
者
の
会
で
は
活
動
制
限
の
影
響
で
規
約
に
基

づ
く
２
年
毎
の
役
員
改
選
が
出
来
ず
に
来
ま
し
た
の

で
、
来
年
１
月
の
総
会
で
は
新
役
員
の
選
出
を
行
い

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
つ
き
ま
し
て
は
、
新
役
員

へ
の
立
候
補
や
役
員
推
薦
に
つ
い
て
募
集
を
行
い
ま

す
の
で
会
員
の
皆
様
の
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。 

 

新
役
員
の
立
候
補
・
推
薦
に
つ
い
て 

 

立
候
補
・
推
薦
に
つ
き
ま
し
て
は
、
自
薦
他
薦
を

含
め
て
12
月
末
ま
で
随
時
受
け
付
け
ま
す
の
で
組
合

書
記
局
又
は
退
職
者
の
会
役
員
ま
で
ご
連
絡
を
お
願

い
し
ま
す
。 

 

（
連
絡
先
）
市
職
労
書
記
局
（711₋4940
） 

 
 
 
 
 
 

退
職
者
の
会
事
務
局
（
横
多
） 

090
₋1346₋711

7 

 

 

声
《
北
か
ぜ
南
か
ぜ
》 

憲
法
９
条
生
か
し
、
平
和
外
交
に
力
の
発
揮
を
！ 

 

新
型
コ
ロ
ナ
に
よ
る
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
の
脅
威
が
よ
う
や

く
収
ま
っ
た
と
思
っ
た
ら
、
今
度
は
も
っ
と
恐
ろ
し
い
「
核

戦
争
の
危
機
」
が
世
界
中
で
叫
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。 

突
然
に
始
ま
っ
た
か
の
よ
う
な
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ

侵
略
戦
争
だ
が
、
そ
の
背
景
に
は
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
（
北
大
西
洋
条

約
機
構
）
と
い
う
米
国
を
中
心
と
し
た
西
側
軍
事
同
盟
に
対

し
て
、
ロ
シ
ア
を
中
核
と
す
る
旧
東
側
軍
事
同
盟
の
対
立
が

あ
る
。
そ
の
う
え
21
世
紀
に
入
っ
て
中
国
の
政
治
・
経
済
・

軍
事
面
で
急
激
な
台
頭
に
よ
っ
て
世
界
の
覇
権
を
め
ぐ
る

米
・
中
対
立
も
激
し
く
な
っ
て
い
る
。 

そ
う
し
た
国
際
情
勢
の
も
と
で
岸
田
内
閣
は
、
日
米
安
保

条
約
（
日
米
軍
事
同
盟
）
の
拡
大
強
化
を
図
っ
て
お
り
、
中

国
・
ロ
シ
ア
・
北
朝
鮮
な
ど
を
仮
想
敵
国
と
し
て
「
米
国
の

核
の
傘
」
の
下
に
日
・
米
・
韓
合
同
軍
事
演
習
や
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ

諸
国
と
の
合
同
軍
事
演
習
な
ど
を
拡
大
強
化
し
て
お
り
、
ソ

連
崩
壊
で
一
旦
は
解
消
し
た
は
ず
の
東
・
西
軍
事
ブ
ロ
ッ
ク

体
制
が
復
活
す
る
動
き
で
米
・
ロ
双
方
が
戦
術
核
兵
器
の
た

め
の
核
実
験
も
再
開
し
、
「
核
戦
争
の
危
機
」
が
再
び
現
実

的
な
問
題
と
な
っ
て
い
る
。 

今
こ
そ
「
戦
争
の
放
棄
」
を
定
め
た
憲
法
９
条
を
持
つ
日

本
の
政
府
と
し
て
、
米
国
に
追
従
す
る
『
大
軍
拡
と
戦
争
準

備
の
た
め
の
国
づ
く
り
』
で
は
な
く
、
世
界
の
平
和
構
築
に

向
け
た
平
和
外
交
に
力
の
発
揮
を
強
く
求
め
る
。 

＊
あ
な
た
の
声
も
お
寄
せ
く
だ
さ
い
待
っ
て
ま
す
‼ 


